
2011 年タイ洪水シミュレーション 
 

2011 年 7 月から 11 月頃にかけて、タイ・チャオプラヤ川流域では大規模な洪水が発生し、人々

の生活・経済活動・農業等に大きな被害をもたらした。ICHARM では 10 月中旬から、同流域の

洪水状況を把握することを主たる目的として緊急対応の降雨流出氾濫シミュレーションを実施し

た。具体的には、チャオプラヤ川全流域を対象に、RRI モデルを用いて流量と洪水氾濫を一体的

に予測することを試みた。緊急対応としてのシミュレーションでは、現地情報を入手することが

難しいため衛星による地形情報や降雨推定量を活用することになる。さらに予測降雨量を同モデ

ルに入力し、浸水域の広がり方や継続期間を推定した。シミュレーション結果の一部は国土交通

省と共同で記者発表するとともに、政府・報道機関に対して情報提供を行った。その結果、多く

のマスコミ関係から注目されることとなった。 
また、この大洪水を受け、JICA は「チャオプラヤ川流域対策プロジェクト」を通じてタイ国政

府を支援することを決め、ICHARM は同プロジェクトの国内検討委員という立場から技術的な支

援を行った。 
 

 

 
チャオプラヤ川流域全体を対象とした RRI モデルによる緊急対応シミュレーション結果(a)と衛

星による同時期の浸水想定域(UNOSAT 公開) （いずれも 2011 年 10 月 13 日現在） 


